
広報つわの
2016  vol.132 10 月 来年で 400 年を迎える、8 月 15 日の津和

野踊り。60 人もの踊り手が殿町通りに輪を
作り、三味線と笛の音に合わせて繰り返し
踊りました。
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認知症とは
脳は、人間の活動をコントロールしている司令塔です。認知症とは、いろい

ろな原因で脳の細胞が死んでしまったりして、脳の司令塔の働きに不都合が生
じ、さまざまな障害が起こり、生活する上での支障が、およそ６か月以上継続
している状態で、誰もがなりうる脳の病気です。

全国の65歳以上の高齢者の約７人に１人が認知症
全国の 65 歳以上高齢者の約７人に１人が認知症と推計されています。正常と認知症との中間の状

態の軽度認知障害（MCI）と推計される人も合わせると、65 歳以上高齢者の約４人に１人が認知症
の人またはその予備軍と言われています。あと、10 年後（平成 37 年）には、65 歳以上高齢者に対
する割合は、現状の約７人に１人から約５人に１人に上昇する見込みです。高齢化が進み、認知症
はますます身近な病気になってくると思われます。

病気になってしまった方が安心して生活するには、大人だけでなく子どもも含めた地域全体でこ
の病気や福祉について学び、認知症の人やその家族を温かく見守り、支援する認知症サポーターと
なることが重要です。

キッズサポーター誕生
平成 28 年６月 20 日（月）津和野中学校３年生を対

象に、認知症キッズサポーター養成講座を開催しました。
講座は、認知症の正しい知識、対応法を子どもの頃か

ら身につけることで「生きる」ことを考える、また、地
域に暮らす高齢者も含め、誰にでも優しく親切にするこ
との意義を学ぶ貴重な場にもなりました。講座を受けた
生徒のほとんどが病気に対する理解と接し方について理
解できたようで、今後の関わり方について「相手の気持
ちを考えて、優しく接したい」「人事だと思わずに困っ
ている人がいたら優しく声をかけてあげたい」と、しっ
かりと病気の症状とその接し方について正しく学習でき
たようです。

○お問い合わせ先
　津和野町地域包括支援センター
　                 ☎（0856）72-0683

～認知症の人が笑顔で暮らせる“つわの町”を目指して～

in 津和野中学校

特長

萩・石見空港利用拡大促進協議会特別企画旅行

スタッフ同行なのでシニアだけでも安心
このツアーならではの体験、充実のツアー内容
食事付き、専用車移動なので、らくらく快適
① スタッフ同行、②充実の食事付き、
③らくらく快適専用車移動、
④老舗「伊場仙」扇子作り体験（ 代目社長による貴重な江戸講話）、
⑤浅草名物 雷おこし作り体験（おみやげ付き）、
⑥羽田空港ラウンジ利用

【伊場仙 扇子作り体験 イメージ】

★旅行代金 円（ツインユース お 人様）
円（シングルユース お 人様）

＊この企画旅行は、萩・石見空港利用拡大促進協議会の助成制度を利用しています。
このため、個人で協議会へ助成申請はできません。

●行程：専用車利用 ●食事：朝 回、昼 回、夜 回（ スタッフ同行）
 

萩・石見空港 羽田空港 東京駅 駅舎見学＆フリータイム 夕食

宿泊 銀座キャピタルホテル

朝食／ホテル発 日本橋 伊場仙 浅草 雷おこし 昼食 浅草 羽田空港

萩・石見空港 着 

発 着

専用車

： ～

発

日

※諸事情により、時間帯が変更になる場合がございますので予めご了承ください。

月

～ ：

～ ～ ～
発

シニアのための修学旅行＠東京

★旅行期日 平成 年 月 日 日 ～ 日 月 泊 日★

●募集人員 名 最少催行人員 名 お申し込み＆ご入金期限 ９月 日（金）
● 添乗員は、羽田空港到着から、羽田空港ご出発まで同行いたします。
● 詳しい旅行条件を説明した書面をお渡しいたしますので、事前にご確認の上、お申し込みください。

【銀座キャピタルホテル】

食事 
朝 × 
昼 × 
夕 〇 

朝 〇 
昼 〇 
夕 × 

【雷おこし手作り体験 イメージ】

着 

（ラウンジ見学） 

※ご契約成立後、お客様のご都合で旅行をキャンセルされた場合は、所定の取消料が発生いたします。

認知症を正しく楽しく学びました。
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「助けて」って言っていいんだよ。
健康福祉課 心の健康部会☎ 72-0657 地域包括支援センター☎ 72-0683

介護短歌のご紹介

商工観光課☎ 72-0652
日本三大芋煮会 in 津和野

ひ
と
く
ち
に
「
芋
煮
」
と
い

っ
て
も
、
そ
の
具
材
や
味
つ
け

は
日
本
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
。
多

く
の
「
芋
煮
」
の
な
か
で
、
津

和
野
町
・
山
形
県
中
山
町
・
愛

媛
県
大
洲
市
が
『
日
本
三
大
芋

煮
』
と
し
て
旅
行
雑
誌
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

２
０
１
４
年
に
は
中
山
町
で
開

催
さ
れ
た
「
第
7
回
元
祖
芋
煮

会
in
中
山
」
に
て
全
国
初
と
な

る
日
本
三
大
芋
煮
振
舞
い
を
実

施
、
２
０
１
５
年
に
は
大
洲
市

で
「
日
本
三
大
い
も
た
き
サ
ミ

ッ
ト
in
お
お
ず
」
を
開
催
す
る

な
ど
、
1
市
2
町
が
連
携
し
て

「
芋
煮
」
を
通
し
た
食
文
化
の

平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
、

Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接

種
が
任
意
接
種
（
希
望
者
が
実

費
で
受
け
る
）
か
ら
定
期
接
種

（
予
防
接
種
法
に
よ
る
接
種
で

全
額
無
料
）
に
位
置
づ
け
ら
れ

ま
す
。

接
種
対
象
と
な
る
お
子
さ
ん

に
は
、
10
月
１
日
ま
で
に
ご
案

内
を
い
た
し
ま
す
。

【
ひ
と
り
で
頑
張
り
す
ぎ
て
い

ま
せ
ん
か
？
】

周
り
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い

け
な
い
と
無
理
を
し
た
り
、
自

分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
と
思
っ
た

り
、
結
局
、
気
付
い
た
時
に
は

物
事
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

「
つ
ら
い
」「
大
丈
夫
じ
ゃ

な
い
」
っ
て
言
っ
て
い
い
ん
で

す
。
あ
な
た
が
そ
う
思
う
の
と

同
じ
よ
う
に
、
あ
な
た
の
周
り

の
人
た
ち
も
あ
な
た
の
力
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も

周
り
に
は
沢
山
相
談
す
る
場
所

や
助
け
て
く
れ
る
場
所
が
あ
り

ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

自
分
に
合
っ
た
場
所
に
『
Ｓ
Ｏ

Ｓ
』
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
島
根
県 

相
談
機
関
一
覧
」

と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
検
索
す
る
と
、
相

談
機
関
一
覧
が
出
ま
す
の
で
、

ご
覧
に
な
っ
て
み
る
と
よ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
大
切
な
人
を
助
け
る
た
め
に

周
り
が
で
き
る
４
つ
の
こ
と
】

①
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ

い
て
、声
を
か
け
る「
気
づ
き
」

「
い
つ
も
と
違
う
」
こ
と
に

気
づ
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
こ

で
、ま
ず
は
「
ど
う
し
た
の
？
」

「
何
か
つ
ら
そ
う
だ
け
ど
大
丈

夫
？
」
と
声
を
か
け
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。「
誰
か
が
自
分
の

こ
と
を
気
に
か
け
て
く
れ
た
。」

人
は
誰
し
も
そ
れ
だ
け
で
心
が

軽
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

耳
を
傾
け
る
「
傾
聴
」

つ
ら
い
時
、「
そ
う
…
大
変

だ
っ
た
ね
」
と
、
た
だ
「
聴
い

て
ほ
し
い
」
も
の
で
す
。
一
般

論
や
他
人
と
の
比
較
、
励
ま
し

や
助
言
の
言
葉
よ
り
も
、
た
だ

相
手
の
想
い
を
受
け
止
め
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

③
早
め
に
専
門
家
な
ど
に
相
談

す
る
よ
う
に
促
す「
つ
な
ぎ
」

１
人
で
は
解
決
で
き
な
い
問

題
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
、
専

門
家
に
相
談
す
る
こ
と
で
解
決

の
糸
口
が
見
つ
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
様
々
な
サ
ポ
ー
ト
や

支
援
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。

④
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ
く

り
と
見
守
る
「
見
守
り
」

話
を
聴
い
た
→
専
門
家
を
紹

介
し
た
→
万
事
解
決
、
と
い
う

こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
大

切
な
人
が
完
全
に
乗
り
越
え
る

ま
で
、
長
時
間
見
守
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に

生
ま
れ
た
、
生
後
１
歳
に
至

る
ま
で
の
間
に
あ
る
方

【
接
種
回
数
等
】

・
接
種
回
数

　

３
回

・
接
種
間
隔

　

初
回
接
種
後
、
27
日
以
上
の

間
隔
で
２
回
目
接
種
、
さ
ら

に
初
回
接
種
か
ら
１
３
９

日
以
上
を
経
過
し
た
あ
と

に
３
回
目
接
種
を
し
て
く

だ
さ
い
。

・
接
種
期
間

　

標
準
的
に
は
、
生
後
２
月
に

達
し
た
と
き
か
ら
生
後
８

月
に
達
す
る
ま
で

【
対
象
外
】

・
任
意
接
種
と
し
て
既
に
Ｂ
型

肝
炎
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
お
子
さ
ん

・
母
子
感
染
予
防
対
象
者
（
健

康
保
険
に
よ
り
Ｂ
型
肝
炎

ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
た

方
）

認
知
症
に
関
す
る
事
業
の
中

で
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
「
認
知

症
の
方
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家

族
の
方
の
声
が
聴
き
た
い
」「
も

っ
と
地
域
の
方
へ
認
知
症
の
こ

と
や
介
護
し
て
い
る
家
族
の
思

い
を
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

交
流
お
よ
び
観
光
振
興
を
図
っ

て
い
ま
す
。

今
年
の
10
月
16
日
（
日
）
に

は
、
津
和
野
町
の
本
町
通
り
に

特
設
会
場
を
設
け
、『
日
本
三

大
芋
煮
会
in
津
和
野
』
を
開

催
し
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
当
日

に
は
日
本
三
大
芋
煮
（
先
着

１
２
０
０
名
限
定
）
の
食
べ
比

べ
を
は
じ
め
、
地
酒
の
振
る
舞

い
や
、3
市
町
の
特
産
品
販
売
、

津
和
野
町
の
地
元
芸
能
を
中
心

と
し
た
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な

ど
見
所
満
載
で
す
。

ぜ
ひ
会
場
ま
で
足
を
お
運
び

い
た
だ
き
、秋
の
味
覚
「
芋
煮
」

を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

そ
こ
で
認
知
症
に
限
ら
ず
介

護
す
る
方
、
介
護
さ
れ
る
方
が

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
て
い

る
気
持
ち
を
詠
ん
だ
『
介
護
短

歌
』
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多

く
の
短
歌
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
活
水
準
の
向
上
や
医
学
の

発
達
に
よ
っ
て
国
民
の
平
均
寿

命
が
伸
び
て
い
ま
す
（
農
業
者

の
平
均
は
国
民
平
均
よ
り
プ
ラ

ス
３
年
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
）。
こ
れ
は
、
老
後
に
必
要

と
な
る
お
金
が
昔
に
比
べ
て
増

え
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
将
来
に
備
え
て
農
業
者
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

農
業
者
年
金
の
特
徴

①
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入

で
き
ま
す
。

農業者年金に加入しましょう
農林課農業委員会☎ 72-0653

②
保
険
料
は
自
分
で
選
べ
、
い

つ
で
も
見
直
し
で
き
ま
す
。

③
税
制
面
で
優
遇
措
置
が
あ
り

ま
す
。

④
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で

少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年

金
で
す
。

⑤
終
身
年
金
で
す
。

⑥
担
い
手
に
は
保
険
料
の
国
庫

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

公
的
年
金
と
個
人
の
備
え
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
て

将
来
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

健康福祉課☎ 72-0657
Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種が始まります！

こ
の
人
は
　
誰
？
と
吾
を
指
す
　
介
護
士
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姉
と
言
う
母
　
昨
日
は
妹
に

柳
井
　
瑞
枝
　
さ
ん

母
は
晩
年
を
施
設
で
穏
や
か
に
過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
介
護
士
の
問
い
か
け
に
、

さ
え
た
日
は
「
誰
で
し
ょ
う
？
」
と
お
ど
け
て
み
せ
る
日
も
あ
り
ま
し
た
が
男
兄
弟
の

中
で
育
っ
た
母
は
、
姉
か
妹
が
い
た
ら
と
思
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

医 療 機 関 名 電 話 番 号
津 和 野 町 津 和 野 共 存 病 院 7 2 - 0 6 6 0
吉 賀 町 小 笠 原 医 院 7 9 - 2 0 1 2

益 田 市

中 島 こ ど も ク リ ニ ッ ク 2 4 - 8 5 2 1
能 美 小 児 科 医 院 2 4 - 2 8 8 6
益 田 赤 十 字 病 院 2 2 - 1 4 8 0
ま す た に 小 児 科 医 院 2 4 - 0 8 1 0
松 本 医 院 2 5 - 2 6 1 1
村 野 医 院 3 1 - 2 4 0 0
山 尾 医 院 2 2 - 1 8 7 8

（市外局番は全て 0856）

ワクチンの接種可能な医療機関一覧
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現
在
、
福
祉
医
療
費
資
格
証
（
医
療

証
）
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、
9

月
末
が
有
効
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

津
和
野
町
に
は
福
祉
医
療
費
助
成
制

度
と
い
う
医
療
費
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
。
対
象
と
な
る
要
件
は
表
１
の
と
お

り
で
す
。

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
、
福
祉

医
療
の
助
成
対
象
者
に
な
り
ま
す
と
、

自
己
負
担
額
が
１
割
に
軽
減
さ
れ
ま

す
。
ま
た
薬
局
等
で
の
自
己
負
担
が
あ

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
表
2
の
と
お
り
、

１
医
療
機
関
あ
た
り
１
月
ご
と
に
入

院
・
通
院
別
で
自
己
負
担
限
度
額
が
あ

り
ま
す
。

表 1. 福祉医療費助成制度の各種要件
区分 要件 所得制限

①ねたきり者
６５歳以上で、３ヶ月以上
寝たきりで常時介護が必要
な状態の方（医師の診断書
等が必要です。）

有り（特別障がい
者手当の所得制限
を準用。但し、対
象者が２０歳未満
の場合は所得制限
無し）

②重度身体障がい者 身体障害者手帳１級または
２級をお持ちの方

③重度重複障がい者

・身体障害者手帳３級または
４級に加え IQ ５０以下の方
・身体障害者手帳３級または
４級に加え精神障害者保健
福祉手帳２級をお持ちの方
・精神障害者保健福祉手帳２
級に加え IQ ５０以下の方

④重度知的障がい者 療療育手帳 A 判定をお持ち
の方

⑤重度精神障がい者 精神障害者保健福祉手帳１
級をお持ちの方

⑥ひとり親家庭
離婚・死別などで配偶者が
いない女子または男子で、
高校３学年までの児童を養
育している方とその児童

有り（所得税非課
税世帯が対象）

※対象となるかどうかなど制度の詳細についてはお問い合わせください。

健康福祉課☎ 72-0673
福祉医療費助成制度の更新について

農林課☎ 72-0653

つわの暮らし推進課☎ 74-0092
大手２社サイトと連携スタート！ふるさと納税拡大中！

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
決
済

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
か
ら
3
ヶ

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
寄
附
の

手
続
き
が
簡
単
に
で
き
る
た
め

寄
付
者
の
方
に
大
変
好
評
で
、

サ
イ
ト
か
ら
の
寄
附
が
確
実
に

増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
9
月
1
日
よ
り
携

帯
電
話
会
社
・（
株
）
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
が
運
営
す
る
『
ド
コ
モ

口
座
』
の
サ
イ
ト
か
ら
も
申
込

み
の
受
付
を
始
め
ま
し
た
。
ま

た
、
大
手
航
空
会
社
・
Ａ
Ｎ
Ａ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
株
）
が

運
営
す
る
『
Ａ
Ｎ
Ａ
の
ふ
る
さ

と
納
税
』
サ
イ
ト
か
ら
の
受
付

農
薬
は
、
使
い
方
を
間
違
え

る
と
、
生
物
や
環
境
に
影
響
を

与
え
て
し
ま
う
薬
剤
で
す
。
使

用
方
法
を
き
ち
ん
と
守
り
、
注

意
し
て
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
農
薬
を
散
布
す
る
と
き

は
、
風
な
ど
に
気
を
配
り
隣
接

農
地
（
農
作
物
）
な
ど
に
飛
散

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

飛
散
が
原
因
で
農
作
物
の
被
害

が
生
じ
、
出
荷
が
で
き
な
く
な

る
な
ど
の
損
害
を
与
え
る
場
合

が
あ
り
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
適
切

に
取
り
扱
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
農
薬
使
用
回
数
や
量
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
！

②
飛
散
防
止
に
最
大
限
の
配
慮

を
し
ま
し
ょ
う
！

・
農
薬
を
散
布
す
る
場
合
は
、

周
辺
の
栽
培
者
に
対
し
事
前

に
十
分
に
周
知
を
し
ま
し
ょ

う
。

・ 

飛
散
の
少
な
い
形
状
の
農

薬
、
散
布
方
法
、
散
布
機
具

を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

・
散
布
時
に
は
、
無
風
又
は
風

の
弱
い
時
、
風
向
き
に
注
意

し
、
飛
散
の
恐
れ
の
あ
る
場

合
は
、
使
用
し
な
い
よ
う
に

を
12
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
準

備
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
に
掲
載
す

る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
の
津
和

野
町
を
知
ら
な
い
方
に
津
和
野

町
の
魅
力
や
産
品
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
寄
附
の
増
加
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。町

で
は
寄
附
を
い
た
だ
い
た

方
へ
お
返
し
す
る
記
念
品
と
し

て
、
町
の
産
品
や
各
種
サ
ー
ビ

ス
を
ご
提
供
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
ご
提
供

い
た
だ
い
た
記
念
品
は
各
サ
イ

ト
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ま
た
、
10
月
末
ま
で
に
ご

登
録
い
た
だ
き
ま
す
と
、
平
成

29
年
１
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
予

定
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
掲
載

さ
れ
ま
す
。
自
慢
の
逸
品
を
PR

す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

自
分
で
生
産
し
て
い
る
農
産
物

や
加
工
品
、
お
食
事
券
や
宿
泊

券
、
そ
の
他
観
光
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
津
和
野
の
魅
力
が
詰
ま
っ

た
皆
様
の
ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
散
布

機
具
の
ノ
ズ
ル
の
向
き
等
に

も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

農
薬
の
使
用
履
歴
を
記
録

し
、
過
度
な
散
布
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
農
薬
に
は
、
雑
草
対
策
で
使

用
す
る
除
草
剤
な
ど
も
含

ま
れ
ま
す
。

※
医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、
左

記
の
も
の
を
添
え
て
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

･
区
分
が
障
が
い
の
人

　

保
険
証
・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
な
ど
各
種
手
帳
・
認
印
・
通
帳

の
写
し

･
区
分
が
ひ
と
り
親
家
庭
の
人

   

対
象
者
全
員
の
保
険
証
・
認
印
・
通

帳
の
写
し
・
そ
の
外
家
庭
状
況
に
よ

り
別
途
書
類
を
お
願
い
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

農薬（殺虫剤・除草剤など）散布による被害を防ぐために！

対象 入院 通院

住民税非課税世帯に属する方 ２，０００円 １，０００円

住民税課税世帯に属する方  ２０，０００円 ６，０００円

２０歳未満の障がい者 ２，０００円 １，０００円

 詳しくは下記のお問合せ先までご連絡ください。 

津和野町役場 健康福祉課（津和野庁舎） 電話：７２－０６７３ 

 または   総合窓口（日原庁舎）   電話：７４－００５９ 

表 2. 自己負担限度額（１医療機関、１月ごと）

周りに配慮して作業を行いましょう
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町からのお知らせ
広報つわの 2016 年 9 月 16 日発行

環境生活課☎ 72-0309
島根県地球温暖化防止活動推進員募集のお知らせ

商工観光課☎ 72-0652
鮎まつりが盛大に開催されました

島
根
県
で
は
、
地
域
で
市
町

村
等
と
一
緒
に
地
球
温
暖
化
防

止
の
活
動
や
、
普
及
啓
発
を
し

て
い
た
だ
く
「
島
根
県
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
推
進
員
（
第
８

期
）」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
要
件

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
人

① 

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け

た
活
動
の
推
進
に
熱
意
と

識
見
を
有
す
る
人

② 

県
内
に
在
住
し
、
在
学
し
、

又
は
在
勤
す
る
人

③ 

市
町
村
、
市
町
村
の
地
域
協

議
会
、
島
根
県
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
、

島
根
県
の
行
う
施
策
に
協

力
し
て
、
実
行
で
き
る
人

　

※
現
在
、
推
進
員
と
し
て
活

動
し
て
い
る
方
は
別
途
意

向
確
認
を
行
い
ま
す

●
活
動
内
容
（
例
）

① 

自
ら
の
地
域
で
学
習
会
な

ど
の
活
動
を
企
画
・
実
施
す

る
② 

市
町
村
等
が
企
画
す
る
学

習
会
な
ど
で
話
を
す
る

③ 

市
町
村
、
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
、
島
根

県
等
の
普
及
啓
発
に
協
力

す
る
等

●
応
募
の
期
間

　

９
月
12
日
（
月
）
～
10
月
31

日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
環
境
生
活
部
環
境
政

策
課　

低
炭
素
・
循
環
型
社

会
推
進
ス
タ
ッ
フ

☎
０
８
５
２
・
22
・
６
２
３
７

●
応
募
用
紙
入
手
場
所
及
び
提

出
先

　

津
和
野
町
役
場 

環
境
生
活
課

☎
７
２
―
０
３
０
９

東京 1 泊 2 日ペア宿泊券受賞者の河野さん（右）

鮎の竿がけ大物大賞

順位 受賞者 鮎の大きさ

１ 羽黒 徹さん 155 ｇ

２ 石川 周二さん 154 ｇ

シャトルバス利用者抽選会

賞品 受賞者

ＡＮＡシティ
プラン東京

1 泊 2 日ペア
宿泊券

山口県宇部市
河野 直子さん

町家ステイ
戎丁ペア宿泊券

山口県萩市
田村 加奈子さん

8
月
15
日
（
月
）
に
、
に
ち

は
ら
鮎
ま
つ
り
花
火
大
会
が
開

催
さ
れ
、
６
，
０
０
０
人
の
来

場
者
が
日
原
の
花
火
を
堪
能
し

ま
し
た
。

祭
り
当
日
に
は
、
鮎
の
つ
か

み
取
り
・
鮎
の
販
売
な
ど
も
あ

り
、
期
間
イ
ベ
ン
ト
で
は
鮎
の

竿
が
け
大
物
大
賞
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用

者
に
は
、
萩
・
石
見
空
港
利
用

拡
大
促
進
協
議
会
か
ら
ご
提
供

い
た
だ
き
ま
し
た
『
Ａ
Ｎ
Ａ
シ

テ
ィ
プ
ラ
ン
東
京
1
泊
2
日
ペ

ア
宿
泊
券
』
や
、『
町
家
ス
テ

イ
戎

え
び
す
ち
ょ
う
丁
ペ
ア
宿
泊
券
』
が
あ
た

る
抽
選
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
受
賞
者
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

!!
な
お
、
当
選
し
た
宇
部
市
の

河
野
さ
ん
ご
家
族
は
、
同
花
火

大
会
が
目
的
で
来
町
さ
れ
ま
し

た
。

税務住民課☎ 74-0069
固定資産税（家屋）の減額制度のご案内

住宅の改修に関連する減額措置の早見表
１．住宅の耐震改修に対

する減額措置
２．住宅のバリアフリー改修（高齢者等居住改修）に対

する減額措置
３．住宅の省エネ改修（熱損失防

止改修）に対する減額措置

減
額
要
件

①昭和 57 年 1 月 1 日以前
から所在する専用住宅、
併用住宅、共同住宅であ
ること。

②現行の耐震基準に適合
する耐震改修であるこ
と。

③耐震改修の費用が 50 万
円超であること。（平成
25 年 3 月 31 日 ま で に
改修工事の契約を締結
した場合は 30 万円以上）

①新築された日から 10 年以上を経過した住宅であり、
1 ※１や 2 ※２等の減額措置が適用されていないこと。
②次の方が居住していること。

(1) 65 歳以上の方
(2) 要介護認定又は要支援認定を受けている方
(3) 障がいをお持ちの方

③次のいずれかに該当するバリアフリー改修工事で、補
助金等を除く自己負担額が 50 万円超であること。（平
成 25 年 3 月 31 日までに改修工事の契約を締結した場
合は同 30 万円以上）

（1）通路又は出入口の幅を拡張する工事
(2）浴室を改良する工事
(3）手すりを取り付ける工事
(4）出入口の戸を改良する工事

（5）階段の勾配を緩和する工事
（6）便所を改良する工事
(7）床の段差を解消する工事
(8）床の材料を滑りにくいものに取り替える工事

④改修後の住宅の床面積が 50㎡以上であること。

①平成 20 年 1 月 1 日に存在して
いる住宅であり、1 ※１や 2 ※２等
の減額措置が適用されていない
こと。

②窓の改修工事（二重サッシ化、
複層ガラス化等）又は窓の改修
工事と併せて行う床、天井又は
壁の断熱改修工事で現行の省エ
ネ基準に適合すること。

③省エネ改修の費用で、補助金等
を除く自己負担額が 50 万円超
で あ る こ と。（ 平 成 25 年 3 月
31 日までに改修工事の契約を締
結した場合は同 30 万円以上）

④改修後の住宅の床面積が 50㎡以
上であること。

減
額
範
囲

と
割
合

①一戸あたり住宅部分の
床面積の 120㎡まで

②減額割合は、1/2

①一戸あたり住宅部分の床面積の 100㎡まで
②減額割合は、1/3

①一戸あたり住宅部分の床面積の
120㎡まで

②減額割合は、1/3

減
額
期
間

平成 30 年 3 月 31 日まで
に耐震改修を行なった場
合に翌年度分が減額

平成 30 年 3 月 31 日までにバリアフリー改修を行なっ
た場合は、翌年度分が減額

平成 30 年 3 月 31 日までに省エネ
改修を行なった場合は、翌年度分
が減額

必
要
書
類

①耐震改修に係る減額申
告書

②固定資産税減額証明書
③改修費用を確認できる

書類（見積書、請求書、
領収書等）

①バリアフリー改修に係る減額申告書
② 65 歳未満の方の場合は要介護・要支援認定を受けて

いること、障がいをお持ちであることを示す被保険者
証や手帳等

③工事内容を確認できる書類（工事明細書、写真等）

①省エネ改修に係る減額申告書
②固定資産税減額証明書

※１新築住宅に対する減額措置　※２認定長期優良住宅に対する減額措置

固
定
資
産
税
（
家
屋
）
の
減
額
制
度
に
は
、
既

存
住
宅
に
係
る
耐
震
改
修
工

事
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工

事
及
び
省
エ
ネ
改
修
工
事
に

対
す
る
減
額
制
度
が
あ
り
ま

す
。

耐
震
改
修
に
対
す
る
減
額
措
置

耐
震
改
修
工
事
を
行
な
っ
た
住
宅
で
工
事
完
了

後
３
か
月
以
内
に
固
定
資
産
税
減
額
証
明
書
を
添

付
し
て
申
告
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
対
す
る
減
額
措
置

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
な
っ
た
住
宅
で

工
事
完
了
後
３
か
月
以
内
に
必
要
書
類
を
添
付
し

て
申
告
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
賃
貸
住
宅
や
併
用
住
宅

で
居
住
部
分
の
面
積
が
１
／
２
未
満
の
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
（
熱
損
失
防
止
改
修
）
に
対

す
る
減
額
措
置

省
エ
ネ
改
修
工
事
を
行
な
っ
た
住
宅
で
工
事
完

了
後
３
か
月
以
内
に
固
定
資
産
税
減
額
証
明
書
を

添
付
し
て
申
告
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
固
定
資
産

税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
賃
貸
住
宅
の
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
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町からのお知らせ
広報つわの 2016 年 9 月 16 日発行

税務住民課☎ 74-0069
10/1 ～ 10/7 は「公証週間」です

総務財政課☎ 74-0028
「平成 28 年度津和野町防災訓練」開催のお知らせ

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
（
認
知

症
等
）
が
急
増
し
、
島
根
県
で

も
、
こ
れ
ら
高
齢
者
か
ら
金
銭

を
騙
し
取
る
「
特
殊
詐
欺
」
の

被
害
が
過
去
最
高
に
な
っ
て
い

ま
す
。「
法
化
社
会
」、「
自
己

責
任
の
時
代
」と
言
わ
れ
る
今
、

暮
し
の
安
心
・
安
全
は
何
よ
り

重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か

ら
任
命
さ
れ
た
法
律
の
専
門
家

で
あ
る
公
証
人
が
作
成
す
る
公

文
書
で
、特
別
な
効
力
が
あ
り
、

法
的
安
心
・
安
全
の
仕
組
づ
く

り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

す
が
、
文
字
表
示
付
き
戸
別
受
信
機

を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

Ａ
６　

文
字
表
示
付
き
戸
別
受
信
機

は
、
聴
覚
障
害
に
関
す
る
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
に
限
定
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
７　

災
害
時
に
住
民
か
ら
防
災
行

政
無
線
を
使
っ
て
連
絡
を
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
す
か
。

Ａ
７　

今
回
整
備
し
て
い
る
防
災
行

政
無
線
（
同
報
系
）
は
、
役
場
か
ら

住
民
の
皆
さ
ん
へ
一
斉
放
送
に
よ
り

情
報
を
伝
達
す
る
と
い
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
電
波
法
に
よ
り
認
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
、
戸
別
受
信
機
で
双

方
向
通
信
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
指
定
避
難
所
を
中
心
に

町
内
に
24
ヶ
所
設
置
し
た
屋
外
ラ
ッ

パ
に
取
り
付
け
て
い
る
機
器
に
よ

り
、
電
話
と
同
じ
よ
う
な
操
作
で
連

絡
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
、
災
害
発
生
時
に
通
信
手
段
が
な

い
場
合
で
も
役
場
と
の
連
絡
が
取
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
８　

戸
別
受
信
機
を
持
っ
て
他
の

地
区
に
行
っ
て
も
そ
の
ま
ま
受
信
で

き
ま
す
か
。

Ａ
８　

現
在
設
定
し
て
い
る
周
波
数

の
電
波
が
受
信
で
き
る
範
囲
で
す
と

持
ち
運
ん
で
も
使
用
で
き
ま
す
が
、

非
常
時
に
電
波
の
受
信
が
で
き
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
と
情
報
を
聞
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、
基
本
的
に
は
最
初
に
設
置

し
た
場
所
で
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
の
別
の
地
域
に
転
居

さ
れ
た
場
合
な
ど
に
は
、
そ
の
ま
ま

持
っ
て
行
く
と
1
時
間
程
度
で
電
波

の
受
信
周
波
数
が
自
動
的
に
切
り
替

わ
り
ま
す
。

Ｑ
９　

以
前
配
ら
れ
た
携
帯
用
ラ
ジ

オ
と
戸
別
受
信
機
は
ど
う
違
う
の
で

す
か
。

Ａ
９　

携
帯
用
ラ
ジ
オ
は
、
放
送
事

業
者
が
放
送
し
て
い
る
ラ
ジ
オ
放
送

を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
防

災
行
政
無
線
は
、
町
か
ら
発
信
す
る

防
災
情
報
を
受
信
す
る
機
器
で
す
の

で
放
送
す
る
内
容
が
違
い
ま
す
。

　

な
お
、
臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
に
つ
い
て

は
、
災
害
時
の
み
周
波
数
を
割
り
当

て
て
も
ら
え
る
の
で
、
平
時
に
放
送

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
10　

そ
の
他
に
ど
の
よ
う
な
機
能

が
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
10　

本
格
運
用
後
に
は
緊
急
放
送

を
行
っ
た
内
容
に
つ
い
て
、
電
話
で

確
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、
町
外
に
出
て
い

る
時
に
ど
の
よ
う
な
放
送
が
流
れ
た

の
か
を
確
認
す
る
場
合
な
ど
に
利
用

で
き
ま
す
。
こ
の
機
能
を
使
う
時
の

電
話
番
号
に
つ
い
て
は
、
本
格
運
用

前
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
防
災
活
動
の
一
環
と
し
て
、

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
主

会
場
で
は
、
避
難
訓
練
の
ほ
か

消
防
梯
子
車
を
活
用
し
た
訓
練

や
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
、

救
急
救
命
訓
練
な
ど
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

当
日
は
、
災
害
対
策
本
部
の

初
動
対
応
訓
練
に
合
わ
せ
て
、

屋
外
ラ
ッ
パ
な
ど
を
通
じ
て
避

難
情
報
を
放
送
し
ま
す
。
ま
た

こ
の
放
送
は
、
現
在
整
備
を
進

め
て
い
る
、
防
災
行
政
無
線
の

試
験
放
送
を
兼
ね
て
行
う
予
定

で
す
。
こ
の
機
会
に
避
難
訓
練

や
危
険
箇
所
点
検
を
計
画
し
た

り
、
既
に
計
画
さ
れ
た
行
事
に

合
わ
せ
て
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

を
行
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

津
和
野
町
で
は
、
火
災
を
は
じ
め
、

災
害
時
の
避
難
準
備
情
報
や
避
難
勧

告
等
の
情
報
を
住
民
の
皆
さ
ま
に
い

ち
早
く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
防
災

行
政
無
線
の
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。そ

の
整
備
の
中
で
問
い
合
わ
せ
が

多
か
っ
た
も
の
を
中
心
に
ま
と
め
ま

し
た
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
１　

戸
別
受
信
機
の
設
置
に
自
己

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
１　

原
則
無
償
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
設
置
を
希
望
し
た
場
所
に
コ

ン
セ
ン
ト
が
な
く
、
コ
ン
セ
ン
ト
を

新
設
す
る
と
い
っ
た
場
合
や
同
軸
ケ

ー
ブ
ル
を
壁
の
中
に
配
線
す
る
と
い

っ
た
作
業
を
す
る
場
合
に
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
に
は
、

事
前
に
相
談
し
た
う
え
で
施
工
し
ま

す
。

　

ま
た
、
申
し
込
み
を
８
月
31
日
を

締
め
切
り
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
締

め
切
り
後
も
無
償
で
す
の
で
、
ま
だ

申
し
込
み
が
お
済
み
で
な
い
方
は
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２　

１
世
帯
で
戸
別
受
信
機
が
２

台
欲
し
い
の
で
す
が
、
無
償
で
借
り

る
事
が
で
き
ま
す
か
。

Ａ
２　

１
世
帯
に
対
し
て
１
台
の
み

無
償
貸
与
と
な
り
ま
す
。
２
台
目
以

降
は
１
台
に
つ
き
４
０
，
０
０
０
円

の
負
担
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

か
。な

お
、
学
校
等
の
指
定
緊
急

避
難
場
所
を
避
難
先
と
し
て
避

難
訓
練
を
行
な
う
場
合
に
は
、

10
月
11
日
（
火
）
ま
で
に
役
場

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

雨
天
の
際
は
、
災
害
対
応
時

の
混
乱
を
避
け
る
た
め
全
て
の

訓
練
を
中
止
し
ま
す
。

○
日
時　

　

平
成
28
年
10
月
30
日
（
日
）

8
時
頃
～
11
時
30
分
頃

○
主
会
場

　

青
原
小
学
校

Ｑ
３　

戸
別
受
信
機
は
絶
対
つ
け
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
か
。

Ａ
３　

火
事
の
発
生
や
大
雨
の
際
の

避
難
勧
告
等
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
重
要
な
お

知
ら
せ
を
放
送
す
る
も
の
で
す
の

で
、
全
世
帯
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、

近
く
に
屋
外
ラ
ッ
パ
が
あ
っ
て
も
、

大
雨
の
時
に
は
聞
こ
え
づ
ら
い
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
戸
別
受
信
機
に
は

録
音
機
能
も
備
え
て
お
り
、
聞
き
逃

し
た
場
合
で
も
聞
き
直
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

Ｑ
４　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
告
知
放

送
で
情
報
が
流
れ
る
の
で
必
要
が
な

い
と
思
う
の
で
す
が
。

Ａ
４　

本
格
運
用
後
（
平
成
29
年
4

月
か
ら
）
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

告
知
放
送
端
末
で
は
お
悔
や
み
や
定

時
放
送
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
放
送
さ

れ
ま
す
が
、
防
災
関
連
の
情
報
は
流

れ
な
く
な
り
ま
す
。

Ｑ
５　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
に
つ
な

が
っ
て
い
る
屋
外
ラ
ッ
パ
は
今
後
聞

こ
え
な
く
な
り
ま
す
か
。

Ａ
５　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
屋
外
ラ

ッ
パ
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
除
い
て

防
災
行
政
無
線
と
連
動
し
て
放
送
し

ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
火
災

な
ど
の
際
に
放
送
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
６　

音
が
聞
き
取
り
づ
ら
い
の
で

総務財政課☎ 74-0028
防災行政無線Ｑ＆Ａ

　　あなたの心配事は？？
a 後に残る配偶者の暮らし
b 子ども達の相続争い　　　　　　　
c 万一認知症になって預金を止められたら
d 後に残る障がいを持つ子の暮らし　
e 終末期医療～延命か，安らかな死か
f 離婚後の幼子の養育　　　　　　　
g バブル期の不良債権　　　
h 知的財産権等の保護 ･ 各種証拠保全

　　その対策は！！
a 夫婦相互遺言公正証書
b 実質的平等，遺留分を考慮した遺言公正証書
c 任意後見契約公正証書
d 遺言 ( 信託 )，任意後見契約 ･ 信託契約公正証書
e 尊厳死宣言公正証書
f 離婚給付 ( 養育費等 ) 契約公正証書　　
g 準消費貸借 ･ 債務弁済契約公正証書
h 事実実験公正証書，私署証書認証，確定日付

Ｑ Ａ
→
→
→
→
→
→
→
→

 

公正証書があなたの 

 
   

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

を守ります

○
お
問
い
合
わ
せ

　

浜
田
公
証
役
場

☎
０
８
５
５
・
22
・
７
２
８
１
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町からのお知らせ
広報つわの 2016 年 9 月 16 日発行

総務財政課☎ 74-0028
「行政相談週間」について

健康福祉課☎ 72-0673
「母子父子寡婦福祉資金」の予約貸付受付中です

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
例

え
ば
道
路
や
河
川
、
登
記
等
の

土
地
問
題
、
介
護
や
消
費
生
活

問
題
な
ど
の
役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
、
苦
情
が
あ
る
、
役
所
の
説

明
や
措
置
に
納
得
が
い
か
な

い
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か

分
か
ら
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

総
務
省
の
行
政
相
談
は
、
国

や
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦

情
や
要
望
を
受
け
付
け
、公
正
・

中
立
な
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ

せ
ん
を
行
い
、
問
題
解
決
を
促

進
す
る
と
と
も
に
皆
様
の
声
を

行
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る

制
度
で
す
。

総
務
省
で
は
、
こ
の
行
政
相

談
に
つ
い
て
、
皆
様
に
広
く
知

っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ

の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
毎

年
10
月
に
「
行
政
相
談
週
間
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

今
年
の
行
政
相
談
週
間
は
、

10
月
17
日（
月
）か
ら
23
日（
日
）

ま
で
の
一
週
間
で
す
。

ま
た
、
総
務
省
で
は
、
住
民

の
皆
様
か
ら
の
ご
相
談
を
お
聴

き
す
る
民
間
有
識
者
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
で
あ
る
行
政
相
談
委

町内接種医療機関
医療機関名 予約電話番号 備考

増野医院 74-0053

津和野共存病院 72-0660 小児科：月、木ともに午後

日原診療所 74-0121

和﨑医院 72-0025 高校生以上のみ可

つわぶき医院 72-3500
※ 7 月に個別案内した方の案内文に、和﨑医院が記載されておりませんでした。和崎
﨑院は、高校生以上について接種可能です。

平成８年 4 月 2 日から平成 19 年 4 月 1 日生まれで接種機会を逃した方の接種スケジュール
接種状況 1 期接種方法 2 期接種方法

未接種
（3 回接種）

初回接種として 6 日から 28 日までの
間隔をおいて 2 回接種。おおむね 1 年
を経過した時期に 1 回接種

9 歳以上であれば、追加接種（3 回目
の接種）後 6 日以上の間隔をおいて 1
回接種

1 回接種済
初回接種の 2 回目として 1 回接種し、
6 日以上の間隔をおいて 1 期追加分と
して 1 回接種

2 回接種済 追加接種として前回接種より 6 日以上
の間隔をおいて 1 回接種

3 回接種済 1 期接種は完了

員
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
行
政
相

談
所
を
開
設
す
る
な
ど
し
て
、

住
民
の
皆
様
か
ら
国
の
行
政
な

ど
へ
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
等

を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
の
た

め
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対
す

る
通
知
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

津
和
野
町
で
は
２
名
の
行
政

相
談
委
員
が
次
の
と
お
り
行
政

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
下
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
省
島
根
行
政
評
価
事
務
所

行
政
相
談
課

☎
０
８
５
２
・
21
・
３
６
３
０

行政相談所開催日程
日　　時 場　　所 行政相談委員

10 月 14 日 ( 金 )
午前 10 時～正午

津和野町福祉
センター 中島 正一

10 月 21 日 ( 金 )
午前 10 時～正午

津和野町福祉
センター 中島 正一

日原山村開発
センター 長嶺 雄二

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦

福
祉
資
金
の
予
約
貸
付
の
申
請

を
受
付
け
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

　

平
成
29
年
４
月
の
進
学
等
を

希
望
す
る
以
下
の
い
ず
れ

か
の
方

①
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭

の
母
又
は
父
子
家
庭
の
父

②
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る

寡
婦

③
父
母
の
な
い
児
童

■
対
象
と
な
る
資
金

①
児
童
の
進
学
等
を
対
象
と
す

る
資
金
（
※
貸
付
は
い
ず
れ

も
無
利
子
で
す
）

・
修
学
資
金

　

高
等
学
校
、
大
学
、
高
等
専

門
学
校
ま
た
は
専
修
学
校

に
就
学
す
る
た
め
の
授
業

料
、
書
籍
代
、
交
通
費
な
ど

に
必
要
な
資
金

・
修
業
資
金

　

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
技
能
を
習
得
す
る
た
め

に
必
要
な
資
金

・
就
学
支
度
資
金

　

就
学
、
修
業
す
る
た
め
に
必

要
な
入
学
金
や
被
服
な
ど

日
本
脳
炎
予
防
接
種
は
、
接
種
後
に
重
い
病
気
に

な
っ
た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
平
成

17
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
差
し
控
え
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
、
現

在
は
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
8
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
19
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
方
で
、
予
防
接
種
の
機
会
を
逃
し
た
方
は
、

20
歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
特
例
対
象
者
と
し
て
接

種
が
で
き
ま
す
の
で
、
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
対
象
者
：
平
成
8
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
19
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
方
で
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種
4

回
（
1
期
3
回
、
2
期
1
回
）
を
完
了
し
て
い
な

い
方

○
接
種
回
数
：
4
回

○
費
用
：
無
料

○
持
参
品
：
母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票
（
お
持
ち
で

な
い
方
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
） の

購
入
資
金

②
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭

の
父
及
び
寡
婦
の
知
識
技

能
習
得
を
対
象
と
す
る
資

金
※
連
帯
保
証
人
を
立
て
る
場
合

は
無
利
子
、
立
て
な
い
場
合

は
年
1.5
％

・
技
能
習
得
資
金

　

就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
技
能
を
習
得
す
る
た
め

に
必
要
な
資
金　

■
予
約
貸
付
申
請
期
間

　

平
成
28
年
８
月
か
ら
平
成
29

年
２
月
末

■
ご
注
意

　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
法
に
よ
る
奨
学
金

な
ど
、
他
制
度
に
よ
る
奨
学

金
の
貸
与
を
受
け
る
方
は
、

児
童
の
進
学
等
を
対
象
と

す
る
資
金
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

■
お
問
合
わ
せ
・
お
申
込
み
先

　

津
和
野
町
役
場
健
康
福
祉
課

☎
72
・
０
６
７
３

　

島
根
県 

地
域
福
祉
課

☎
０
８
５
５
・
29
・
５
５
４
３

健康福祉課☎ 72-0657
平成 28 年度　日本脳炎予防接種特例対象者について
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町からのお知らせ
広報つわの 2016 年 9 月 16 日発行

健康福祉課☎ 72-0651
年金相談のお知らせ

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

活
動
の
一
環
と
し
て
人
権
標
語

を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。
人
権

を
尊
重
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、

心
豊
か
な
人
権
意
識
を
育
て
る

こ
と
を
目
的
に
町
内
の
学
校
の

津
和
野
町
で
は
社
会
保
険
労

務
士
に
よ
る
年
金
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
や
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

の
内
容
に
「
も
れ
」
や
「
間
違

い
」が
な
い
か
ご
心
配
な
方
や
、

一
般
的
な
年
金
（
老
齢
年
金
の

ご
相
談
な
ど
）
に
つ
い
て
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、

年
金
事
務
所
で
の
相
談
を
ご
案

内
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
　

◎
相
談
日

　

10
月
28
日
（
金
）

　

10
時
～
15
時
30
分

◎
場
所

　

津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー

ご
協
力
に
よ
り
、
多
数
の
応
募

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
応
募

い
た
だ
い
た
作
品
を
数
作
品
ず

つ
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
持
参
す
る
も
の

・
年
金
手
帳
な
ど
年
金
番
号
の

分
か
る
書
類

・
年
金
記
録
に
つ
い
て
相
談
さ

れ
る
方
は
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
ま
た
は
「
ね
ん
き
ん
特

別
便
」
一
式

・
印
鑑

※
そ
の
他
、
相
談
内
容
に
つ
い

て
参
考
と
な
る
資
料
が
あ

れ
ば
、
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
代
理
人
が
相
談
に
来
ら
れ
る

場
合
は
、
委
任
状
と
代
理
人

自
身
の
身
分
証
明
書
が
必

要
で
す
。
委
任
状
は
、
津
和

野
庁
舎
健
康
福
祉
課
ま
た

は
本
庁
舎
総
合
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
（
平
成
28
年
3
月
時
点
）
の
作
品
で
す
。

み
な
ち
が
う	

個
性
を
持
っ
て
て	

い
い
ん
だ
よ

津
和
野
中
学
校 

１
年 

菅
田 

悠
乃
さ
ん

そ
の
言
葉
っ
て
言
っ
て
も
大
丈
夫
？　

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
よ
う

津
和
野
中
学
校 

１
年 

吉
田 

琴
見
さ
ん

聞
き
上
手	

笑
顔
と
言
葉
で	

い
い
雰
囲
気
。

津
和
野
中
学
校 

2
年 

青
木 

翔
さ
ん

あ
り
が
と
う	

言
葉
に
す
れ
ば	

変
わ
る
世
界

津
和
野
中
学
校 

2
年 

井
上 

美
来
さ
ん

大
丈
夫
？	

そ
の
一
言
で	

救
わ
れ
る
よ

津
和
野
中
学
校 

2
年 

内
橋 

瑠
那
さ
ん

認
め
合
え
ば	

キ
ラ
リ
と
個
性
が	

光
り
だ
す

津
和
野
中
学
校 

2
年 

遠
藤 

咲
季
さ
ん

何
か
が
あ
っ
た	

フ
ォ
ロ
ー
し
て
あ
げ
よ
う	

み
ん
な
で
ね

津
和
野
中
学
校 

2
年 

山
根 

進
太
郎
さ
ん

と
も
だ
ち
は
、	

い
つ
も
や
さ
し
い	

た
か
ら
も
の

津
和
野
中
学
校 

3
年 

北
谷 

紗
希
子
さ
ん

１
人
で
か
か
え
こ
ま
な
い
で　

人
に
頼
っ
て
い
い
ん
だ
よ

津
和
野
中
学
校 

3
年 

髙
杉 

咲
桜
さ
ん

立
ち
向
か
お
う	

あ
な
た
の
勇
気
で	

一
つ
の
笑
顔

津
和
野
中
学
校 

3
年 

山
本 

美
穂
さ
ん

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
役
場
へ

の
資
格
取
得
届
出
が
必
要
で
す

①
20
歳
に
な
っ
た
方
が
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
に
入
っ
て

い
な
い
時

②
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
60
歳
未
満
の

方
が
会
社
な
ど
を
退
職
し

た
時
（
配
偶
者
の
扶
養
に

入
っ
て
い
る
方
が
い
る
場

合
は
、
そ
の
方
の
手
続
き
も

必
要
で
す
。）

③
配
偶
者
の
扶
養
に
入
っ
て
い

る
方
で
収
入
が
１
３
０
万

円
以
上
に
な
っ
た
時

こ
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将

来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
不
意

の
事
故
や
病
気
で
障
が
い
が
残

っ
た
り
、
万
一
、
亡
く
な
ら
れ

た
と
き
に
は
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。届
出
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
、

あ
な
た
の
大
切
な
年
金
の
権
利

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

前
納
・
免
除
制
度
な
ど
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

健康福祉課☎ 72-0651

平
成
28
年
度
の
国
民
年
金

の
保
険
料
は
、
月
額
１
万
６
，

２
６
０
円
で
す
。
口
座
振
替
や

半
年
分
・
一
年
分
を
ま
と
め
払

い
（
前
納
制
度
）
を
利
用
さ
れ

る
場
合
は
、
保
険
料
の
割
引
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で

積
極
的
に
ご
利
用
下
さ
い
。

ま
た
、
年
金
の
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な

と
き
に
は
、
免
除
制
度
や
学
生

納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま
す
。

役
場
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
の

申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
ま
た
は
猶
予

さ
れ
、
保
険
料
の
未
納
を
防
止

で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

※
保
険
料
の
免
除
及
び
猶
予
に

は
、
前
年
所
得
に
対
す
る
所

得
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
所
得
基
準

の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
免
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
課
、
本
庁
舎

総
合
窓
口
、「
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
」（
☎
０
５
７
０
・

05
・
１
１
６
５
、
携

帯
電
話
の
方
は
☎
03
・

６
７
０
０
・
１
１
６
５
）

国民年金の資格取得手続きは必ず行ってください

税務住民課☎ 74-0059

つわみん活動日記

　ななななんと !!!! この日は、しまねっこも駆けつけてくれて、一緒にお
出迎えやお見送りをしたんよ♪
　さて、なんで復活記念日が 8月 1日なのか。昭和 40年代に、蒸気機関
車が全国で廃止される中、昭和 48年 10月には山口線のＳＬも廃止……。
でもね！多くの SL ファンや沿線市町村を中心に SL 復活への気運が高まっ
て、当時の国鉄総裁の大英断で昭和 54年 8月 1日、山口線に SL が復活
したから８月１日は復活記念日なんだって！！
　だから、普段土日しか運行しないＳＬが毎年この日は平日でも運行する
んと♪来年もきっとＳＬはきてくれるから、みんなぜひ手を振ってお出迎
え・お見送りしてお祝いしてね♪

　たくさんの人の力で、今も
まだ走り続けるＳＬを、みん
なで応援していきたいな♪

8 月 1日（月）ＳＬ復活イベント

人権の大切さ、忘れないで ･･･

つわみんへ出演依頼などができます。詳しくは担当課までお問合せください。【お問合せ先】商工観光課☎ 72-0652
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日原中央公民館中央 山セ 山村開発センター
町セ 津和野町民センター

福セ 津和野町福祉センター
やま 保健福祉センターやまびこ

各料金・税金は納付期限までに
納付しないと、20 日以内に督
促状を発送します。
その後の納付には 100 円の手
数料が別途必要となります。

カレンダーの略字
表記について

日原公民館日公

納期限は10 月 31 日

10

■行政相談
総務財政課･････････☎74-0028
■交通事故相談　島根県交通
事故相談所･☎0852-22-5102

■無料人権相談
税務住民課･････････☎74-0059
■健康相談 , 育児相談 , 乳児・

幼児健診 , ケアサロン , 手
話生活相談 , 心の相談 , ひ
とり親巡回就業相談

健康福祉課･････････☎72-0657
　　　　　･････････☎72-0673
■タブレット講習会 ,PC ちょ

い知り教室　　つわの暮ら
し推進課･････････☎74-0092

■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談

　　　　　　　社会福祉協議会
津和野支所･･･････☎72-1494

■明るい生活相談
　　　　　　　社会福祉協議会
本所日原支所･････☎74-1617

■パソコン教室 , ハングル講
座 , キッズえいかいわ，ア
ロマヨガ，水彩画教室，フ
ラダンス

日原中央公民館･････☎74-0302
■ 3Ｂ体操,つわの英会話教室，

水彩画教室
津和野町民センター･☎72-2070
■キラキラ体操教室、元気

アップ教室、※１ 地域運
動推進員サロン活動・研修
会　地域包括支援センター

･ ☎72-0683
■パソコン初心者教室，エア

ロビクス基礎コース，エア
ロビクス＆ヨガ，食育の集
い　青原公民館･･☎75-0039

■断酒会　断酒会鹿足支部
･ ☎090-9061-8012

町税等の支払いは口座振
替が便利でおススメです

町県民税・・・	第３期
国民健康保険税・第 7 期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 7 期
介護保険料・・第 7 期

22

29

212019

26 2827

15141312

5 6 7

18

11

43
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2524

31

23

30

16

9

2 8

1

◎タブレット講習会
（まちせ
/9:30~12:00,13:30~16:00）

◎明るい生活相談
（やませ /10:00~12:00）

◎無料行政相談
（ふくせ /10:00~12:00）
（やませ /10:00~12:00）

◎無料法律相談
（やまび /13:00~16:00）

◎アロマヨガ
（やませ /19:30~20:30）

◎肺がん検診（日原地域）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎　　　　　　

　/9:00~12:00,13:0~16:00）
◎すずめの会※１

（池河公民館 /10:00~11:30）
◎かけ橋の会※ 2

（まちせ /14:00~16:00）
◎断酒会
（やまび /19:00~21:00）

◎季節の湯（りんご , 露天にて）
（ なごみ  /10:00~21:00）

◎畑迫 HBG※１

（畑迫公民館 /10:00~11:30）
◎第 88 回 輪読鷗外
（森鷗外記念館/10:00~11:00）

◎日本三大芋煮会 in 津和野
（本町通り /10:00~15:00）

◎津和野の里の栗まつり
（本町通り /10:00~15:00）

◎石見神楽公演（上吉田保存会）
（なごみ   ）

◎しまね家庭の日※３

◎タブレット講習会
（まちせ
/9:30~12:00,13:30~16:00）

◎つわのオレンジカフェ
（やませ /10:00~12:00）

◎心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎無料行政相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎史談会
（まちせ /13:30~）

◎フラダンス教室
（木部公民館 /10:00~1:30）

◎乳児検診
（プラサ枕瀬 /13:00~）

◎キラキラ体操教室
（程彼集落ｾﾝﾀｰ /13:30~14:30）
（やまび /15:30~16:30）
（やませ /14:00~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ   ）

◎水彩画教室
（やませ /9:30~11:30）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎　　　　　　

/9:00~12:00,13:00~16:00）
◎地域運動推進研究会
（まちせ /9:30~11:30）

◎にこにこ会※１

（プラサ枕瀬 /10:00~11:30）
◎すみれ会※１

（小瀬会館 /13:30~15:00）
◎かんがるー教室
（直地集会所 /13:30~16:00）

◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

◎陶芸教室
（やませ /9:00~12:00）

◎断酒会
（まちせ /19:00~21:00）

◎ぴょんぴょん教室
（日原保育園 /10:00~11:30）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（小川公民館 /10:30~11:30）
（野中自治会館/13:30~14:30）

◎青原健康体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00）
◎心の相談
（やまび /14:00~16:00）

◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）

◎タブレット講習会
（まちせ /9:30~12:00,
13:30~16:00）◎３B 体操

（まちせ /13:30~）
◎三葉会※１

（程彼集落ｾﾝﾀｰ /13:30~15:00）

◎エアロビクス基礎コース
（ 青 原 小 学 校 体 育 館　

/10:30~11:30）

◎第 3 回津和野町駅伝競走大会
( 木部公民館・役場津和野庁
舎出発 /12:30~)

◎写真教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎あさぎりの湯定休日
（なごみ   ）

◎季節の湯（りんご , 露天にて）
（ なごみ  /10:00~21:00）

◎水彩画教室
（まちせ /13:30~,19:00~）

◎タブレット講習会
（高津川清流館　            　　

/9:30~12:00,13:30~16:00）
◎キッズえいかいわ
（やませ /16:15~17:00）

◎小川地区民運動会
（小川体育館 /9:00~）

◎健康まつり・ふれあいまつり
（まちせ /9:30~14:30）

◎石見神楽公演（上吉田保存会）
（なごみ   ）

◎月いちボランティア清掃
（ キ ヌ ヤ 津 和 野 店 駐 車 場

/8:00~9:00）

※２ 対象 : 脳血管疾患の既往の
ある方およびその家族

※３ 家庭のあり方を見つめな
おし、家族でふれあう時間を
作るために設けられた日

◎鷺の舞ムジカ合唱団ファミ
リーコンサート（入場無料）

（安野光雅美術館 /18:30 開
場 ,19:00 開演）

◎タブレット講習会
（やませ /9:30~12:00）

◎心配ごと相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎無料人権相談
（ふくせ /10:00~12:00）

◎年金相談
（まちせ /10:00~15:30）

◎エアロビクス＆ヨガ
（青原小学校体育館            　

/19:30~20:30）
◎肺がん検診（津和野地域）
◎津和野図書館休館日

◎水彩画教室
（やませ /9:30~11:30）

◎リハビリ恋来い鯉クラブ※１

（まちせ /10:00~11:30）
◎フラダンス教室
（木部公民館 /10:00~1:30）
（やませ /14:00~15:00）

◎キラキラ体操教室
（左鐙公民館 /13:30~14:30）
（池河コミセン/15:30~16:30）

◎肺がん検診（津和野地域）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ   ）

◎交通事故巡回相談
（益田市役所 /9:00~15:00）

◎交通事故相談
（浜田合同庁舎　 　　　　　

/9:00~12:00,13:00~16:00）
◎手話生活相談
（役場本庁舎 /13:30~16:00）

◎肺がん検診（津和野地域）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎名賀のぞみクラブ※１

（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:00~11:30）
◎育児相談
（まちせ /10:00~11:30）

◎つわのオレンジカフェ
（ 社 協 津 和 野 支 所　　　　

/10:00~12:00）
◎青原健康体操※１

（青原公民館 /13:30~15:00）
◎ハングル講座
（日原公 /19:30~21:00）

◎肺がん検診（津和野地域）

◎タブレット講習会
（やませ /9:30~12:00）

◎小川はつらつクラブ※１

（小川公民館 /13:30~15:00）
◎３B 体操
（まちせ /13:30~）

◎キッズえいかいわ
（やませ /16:15~17:00）

◎肺がん検診（日原地域）

◎タブレット講習会
（やませ /9:30~12:00）

◎津和野図書館休館日

◎防災訓練
（青原小学校 /8:00~11:30）

◎なかよし体操中座※１

（中座会館 /10:00~11:30）
◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎ぴよぴよサロン
（青原公民館 /10:00~11:30）

◎キラキラ体操教室
（名賀地域ｾﾝﾀｰ /10:30~11:30）
（和田自治会館/13:30~14:30）

◎タブレット講習会
（高津川清流館　  　　　　　

/9:30~12:00,13:30~16:00）
◎育児相談
（日原保育園 /10:00~11:30）

◎明るい生活相談
（やませ /10:00~12:00）

◎無料人権相談
（やませ /10:00~12:00）

◎元気会※１

（下町コミセン /10:00~11:30）
◎さくら会※１

（須川公民館 /13:30~15:00）
◎アロマヨガ
（やませ /19:30~20:30）

◎タブレット講習会
（まちせ /9:30~12:00,
13:30~16:00）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（まちせ /10:30~11:30）
（高田自治会館 /13:30~14:30）

◎写真教室
（日原公 /10:00~12:00）

◎パソコン教室
（青原公民館 /10:00~12:00）

◎キラキラ体操教室
（須川公民館 /13:30~14:30）
（プラサ枕瀬 /15:30~16:30）

◎津和野地区ゴムバンド教室
（まちせ /13:30~15:00）

◎ SNS 活用セミナー
（まちせ /18:00~20:00）

◎肺がん検診（日原地域）
◎あさぎりの湯定休日
（なごみ   ）

【当番医】 小笠原医院

【当番医】 増野医院【当番医】 つわぶき医院

【当番医】 栗栖医院

【当番医】 松浦内科胃腸科

【当番医】 津和野共存病院

体育の日
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日公

山セ
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町セ

町セ

町セ

町セ
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町セ

町セ

町セ

町セ

なごみ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

日公

日公

日公

やま

山セ 山セ

山セ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

やま

やま

やま
やま

やま

福セ

福セ

福セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ



けいじばん

19　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　18

広報つわの５月号 vol.127

■ 10 月 23 日（日）
津和野共存病院

☎ 72-0660

■ 10 月 16 日（日）
栗栖医院

☎ 79-2006

■ 10 月 10 日（月）
増野医院

☎ 74-0053

在
宅
当
番
医
…
…H

ospital

■ 10 月 2 日（日）
小笠原医院

☎ 79-2012

ご
案
内
…
…
…
…
…Guide

無
料
法
律
相
談
を
実
施
中

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
で

は
、無
料
の
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
、
受
任
し
た

場
合
は
別
途
料
金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

10
月
12
日
（
水
）
10
時
～
17
時

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

益
田
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
６
５

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

島
根
県
司
法
書
士
会
の
司
法
書
士
が
、

遺
産
相
続
や
遺
言
、
不
動
産
の
売
買
、
名

義
変
更
、
お
金
の
貸
し
借
り
、
ロ
ー
ン
の

返
済
、
悪
質
商
法
、
会
社
の
登
記
、
裁
判
、

調
停
、
成
年
後
見
等
高
齢
者
の
財
産
管

理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
相
談
に
応
じ

ま
す
。

○
吉
賀
会
場
（
完
全
予
約
制
）

10
月
2
日
（
日
）
10
時
～
12
時

六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

○
益
田
会
場

10
月
15
日
（
土
）
13
時
～
16
時

匹
見
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル

10
月
20
日
（
木
）
13
時
～
17
時

益
田
市
人
権
セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
館

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

平
日 

12
時
30
分
～
15
時
30
分

☎
０
１
２
０・１
１
４・２
３
４

介
護
の
仕
事
学
び
直
し
セ
ミ
ナ
ー

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
介
護
の
現
場
へ
就
職

を
希
望
す
る
求
職
者
に
介
護
技
術
に
関
す

る
実
践
的
手
法
等
に
つ
い
て
振
り
返
る
機

会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
福
祉・介
護
サ
ー

ビ
ス
分
野
に
お
け
る
、
人
材
確
保
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

介
護
分
野
の
資
格
を
有
し
、
今
後
介

護
の
職
場
に
就
業
し
た
い
方

福
祉
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
事
業

所
で
働
い
て
い
た
経
験
が
あ
る
が
、

資
格
を
有
し
な
い
方

10
月
14
日
（
金
）・
15
日
（
土
）

い
わ
み
ー
る

無
料

平
成
28
年
９
月
29
日
（
木
）

島
根
県
社
会
福
祉
協
議
会
石
見
支
所

☎
０
８
５
５
・
24
・
９
３
４
０

福
祉
ゾ
ー
ン
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

益
田
市
横
田
町
の
「
益
田
広
域
福
祉

ゾ
ー
ン
」（
あ
ゆ
み
の
里
、
の
ぞ
み
の
里
、

益
田
養
護
学
校
）
合
同
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。

本
校
の
児
童
生
徒
も
「
ま
す
よ
う
ま
つ

り
」
と
し
て
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
発
表

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

10
月
23
日
（
日
）

益
田
養
護
学
校

☎
０
８
５
６
・
31
・
５
１
１
１

　
　
　

（
午
後
・
予
約
制
）

【
金
】
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）

※
外
科
は
火
曜
日
（
午
前
）
の
み
の
診
療

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）
木
曜

日
（
午
後
２
時
か
ら
開
始
（
初
診
・
紹

介
患
者
の
み
））

※
（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の
場

合
要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診
は
13

時
よ
り
開
始

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
13
時
よ

り
開
始

◆
日
原
診
療
所
☎
74
・
０
１
２
１

【
月
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
火
】
内
科
（
午
前
）

【
水
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

【
木
】
内
科
（
午
前
）

【
金
】
内
科
（
午
前
・
午
後
）

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
72
・
０
０
２
５

【
水
】
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら
の
胃

カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た
だ
し
受
付
は

16
時
30
分
ま
で
）

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
72
・
３
５
０
０

月
火
水
木
金
土

午
前

○
○
○
○
○
○

午
後

○
○
○

○

午
前
は
9
時
～
12
時
30
分
ま
で

午
後
は
15
時
～
18
時
ま
で
、日
曜
・
祭
日

と
木
・
土
曜
の
午
後
は
休
診
で
す
。

但
し
、物
理
療
法
は
午
前
8
時
30
分
と
午

後
2
時
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
】

毎
週
火
曜
15
時
～
18
時
、毎
週
木
曜
9
時

～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛
み
で

お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

■ 10 月 30 日（日）
松浦内科胃腸科

☎ 77-0111

鷲原八幡宮

■ 10 月 9 日（日）
つわぶき医院

☎ 72-3500

ご
存
じ
で
す
か
？
労
働
委
員
会　
　

～
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル　

ま
ず
相
談
～

・
パ
ワ
ハ
ラ
を
会
社
に
訴
え
た
が
、
改
善

さ
れ
な
い
。

・
続
け
て
働
け
る
と
思
っ
た
が
、解
雇
（
雇

止
め
）
さ
れ
た
。

・
従
業
員
に
配
転
命
令
を
出
し
た
が
、
理

由
な
く
拒
絶
し
て
い
る
。

島
根
県
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者
と
事

業
主
と
の
間
で
、
労
働
条
件
や
解
雇
等
に

関
し
、
話
合
い
が
ま
と
ま
ら
ず
ト
ラ
ブ
ル

に
な
っ
て
い
る
場
合
、
話
合
い
の
仲
立
ち

を
す
る
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
解
決
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い

○
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら
か
ら
の
相
談

も
受
け
付
け
ま
す
。

○
簡
単
な
手
続
、
費
用
無
料
、
秘
密
厳
守

島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
５
２
・
22
・
５
４
５
０

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福

祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の

振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金

制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
国
の
制
度
な

の
で
安
全
、
確
実
、
申
し
込
み
手
続
き
は

簡
単
で
す
。

事
業
主
の
方
々
が
、
労
働
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共
済
証

紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き

に
、
建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、
い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度

で
す
。

○
加
入
で
き
る
事
業
主
…
建
設
業
を
営

む
方

○
対
象
と
な
る
労
働
者
…
建
設
業
の
現

場
で
働
く
方

○
掛
け
金
…
日
額
３
１
０
円

　

建
設
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
事
業

推
進
課

☎
03
・
６
７
３
１・２
８
６
６

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

次
の
空
き
室
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。受
付
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

・
桂
川
団
地
（
中
座
）
３
Ｄ
Ｋ

・
青
原
団
地
（
冨
田
）
２
Ｄ
Ｋ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

　
　
　
　

益
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
０
８
５
６
・
31
・
１
５
３
０

新
刊
図
書
…
…
…
…Books

▼
日
原
図
書
館

▽
こ
れ
か
ら
始
め
る
俳
句
・
川
柳

神
野
紗
希
・

水
野
タ
ケ
シ
……
池
田
書
店

▽
あ
し
た
の
君
へ

柚
月
裕
子
……
…
…
…
…

文
藝
春
秋

▽
不
運
と
思
う
な 

大
人
の
流
儀
６

伊
集
院
静
……
…
…
…
…
…

講
談
社

▽
風
を
繡
う

あ
さ
の
あ
つ
こ
……

実
業
之
日
本
社

▽
「
民
意
」
の
嘘

櫻
井
よ
し
こ
・
花
田
紀
凱

……
…
…
…
…
…
…

産
経
新
聞
出
版

▼
津
和
野
図
書
館

10
月
31
日
は
休
館
で
す
。

▽
コ
ン
ビ
ニ
人
間

村
田
沙
耶
香
……
…
…
…

文
藝
春
秋

▽
こ
は
だ
の
鮓

北
原
亜
以
子
……
…

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

▽
晩
秋
の
陰
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム画

山
本
一
力
……
…
…
…
…
…

祥
伝
社

▽
血
流
が
す
べ
て
解
決
す
る

堀
江
昭
佳
……
…

サ
ン
マ
ー
ク
出
版

▽
お
か
あ
さ
ん
だ
い
す
き
だ
よ

み
や
に
し
た
つ
や
……
…

金
の
星
社

医
療
……
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎
72
・
０
６
６
０

【
月
】
循
環
器
内
科
（
午
前
・
10
月
3
・

24
・
31
日
）
・
小
児
科
予
防
接

種
・
乳
児
検
診
（
午
後
・
予
約

制
）

【
火
】
外
科
（
午
前
）
産
婦
人
科
の
第

1
・
3
火
曜
日
（
【
午
前
】
外
来

診
療
・
妊
婦
健
診
・
【
午
後
】
子

宮
が
ん
検
診
（
予
約
制
）

【
水
】
漢
方
外
来
（
10
月
26
日
）

　
　
　

整
形
外
科
（
午
後
）

【
木
】
耳
鼻
咽
喉
科
毎
週
（
午
後
）

　
　
　

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診



Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

北の空に現れた流星（右上）。0 時頃から月の影響
が少なくなり星が観察しやすくなりました。

灯篭を静かな気持ちで見送ります。

披露された５つのロゴ。左端のロゴ
が半数近くの得票となりました。

文字と写真とで伝わる須川への想い。

ひとつひとつのロゴに大切な意味があります。

21　広報つわの Public Relations Magazine Tsuwano Town　20

夏の終わりを迎えました 
通常 8 月 20 日に行われる灯篭流しですが、今年は同月 15 日の盆踊

り大会と併せて行われました。先祖の霊を送るため唱え続けられる念
仏の中、津和野大橋の上流から流される無数の灯篭。幻想的な雰囲気
に彩られた津和野川を見下ろし、大勢が灯篭を見送りました。

夏の流星群到来！
8 月 12 日、にちはら天文台にてペルセウス座流星群の観測会が行わ

れました。極大（流星群が最も活発になる時期）を迎えるのは午後９
時頃、空には雲がほとんど無く、絶好の観察日和でした。広場に広げ
られたブルーシートには、親子連れを中心に 20 人以上が仰向けになっ
て流れ星を待ちました。その中には、お子さんの夏休みの課題のため
に広島から来町した家族もおり、約 3 時間で 13 個の流れ星を観察し
たそうです。

流星群には数年から数十年おきに出現する種類のものもありますが、
ペルセウス座流星群は毎年この時期に現れ、その他にも１年を通して
様々な流星群が観察できます。

だんだんと気温の低下を感じられるようになってきました。秋や冬
の寒さを堪えながら流れ星を待つのもまた一興かもしれません。

須川のロゴ決定！
8 月 13 日、須川のふるさとのつどいに併せ、須川ロゴマークの展

示会「これが須川のロゴじゃけぇ！」が旧須川小学校にて開かれ、来
場者たちに投票を募りました。これは須川地域を盛り上げようと地域
おこし協力隊が中心となりプロジェクトを始動。東京のデザイナーも
活動に加わり、展示会には５つのロゴが披露されました。投票結果は、
三段道路と夕日をモチーフとする「須川ブランド」が 109 票中 45 票
を得て１位となりました。今後、このロゴを須川地域で作られた民芸
品や食品などに貼付し、その名のとおりブランド化することを想定し
ています。

ロゴの作成にはそもそも須川地域のことを知らなければなりません
が、そこには地域住民の協力がありました。年代や性別の異なる５名
がそれぞれ想いを込めた川柳をものし、そのイメージに合う風景を写
真に収めました。そこから作者に聞き取りをし、イメージを膨らませ、
形となりました。

５つのロゴに込められたもの。それはこの地域で暮らす住民の生き
様でした。１つは心に残る風景を表し、１つは地域の特徴的な活動を
表すなど、そこに住み続ける人の誰もが頷けるもので、来場者は与え
られた 1 票をどのロゴに投じるかに頭を悩ませていましたが、そこに
は楽しく地元のことを語る笑顔がありました。



※住民基本台帳は、平成 24年７月から法律改正により従来は含まれなかった外国人住民の方も含まれるようになりました。
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公益財団法人 島根県市町村振興協会

お買い求めはお近くの販売所で

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

8
月
届
出
分

中
岡 

ウ
メ
ノ 

8
・
3 

（
町
田
） 

92
歳

上
﨑 

　

喜 

8
・
28 

（
上
横
道
） 

83
歳

三
浦 

久
男 

８
・
29 

（
高
田
） 

93
歳

田
村 

光
男 

8
・
30 

（
金
見
町
上
） 

78
歳

三
浦 

幸
一 

8
・
31
（
町
田
） 

57
歳

8
月
届
出
分

桑く
わ
ば
ら原 

琴こ
と
ね音 

7
・
1 

（
枕
瀬
西
）

有あ
り
ど
み冨 

巴た
ま
き 

7
・
16 

（
左
鐙
西
）

金か
ね
こ子 

香か
す
み澄 

8
・
19 

（
幸
町
）


